
この広報誌は赤い羽根共同募金の助成により作成しています。

2015

VOL.37
9月発行

つどいのひろば

ひまわり
～満濃荘と交流～ 地域で共にいきるまちづくり



（平成 26 年度共同募金）
まんのう町で活かされています
平成27年度地域福祉助成状況

ありがとうメッセージ

2,318,588
助成実績額　3,769,588円

■住民全般を対象とした福祉事業
■社会参加を支援する事業
■児童・青少年を対象とした事業
■ボランティア活動を推進する事業
■高齢者を対象とした事業
■地域での交流・仲間づくりの事業

441,500
202,000 290,000 437,500

80,000

食事作りの困難な
高齢者のために

登山道整備と
地域交流のために
あいらぶまんのう
　山桜まつり実行委員会

まんのう町
社会福祉協議会長炭支部

　大口城山の登山道整備と地域交流のイベントを行
っています。今年も４月５日に第２５回山桜まつり
を開催しました。町外の参加者も増えてきました。
健康増進と地域のつながり作りのため、この活動を
続けていきたいとおもいます。

　年３回、一人暮らしの高齢者を対象に手作りのお
弁当を届けています。この事業を通して、地域との
ふれあいにもなっています。「いつもおいしい弁当
を届けて頂いてありがたいことです。」とメッセー
ジをいただきました。

社会参加を支援する事業

ボランティア活動を推進する事業

地域での交流・仲間づくりの事業

児童・青少年を対象とした事業

高齢者を対象とした事業
ぱずるす 福祉車輌運行事業

親子ボランティアグループ

長炭地区地域安全推進委員協議会

まんのう野菊の会

勝手連ファーマーズ

まんのう町老人クラブ連合会
琴南支部

まんのう町社会福祉協議会
神野支部

まんのう町社会福祉協議会
吉野支部

福良見健康・ふれあい祭り　実行委員会

まんのう町社会福祉協議会
高篠支部

まんのう町社会福祉協議会
四条支部

さぬき夢桜の会
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10月１日（木）〜12月31日（木）

家庭を対象（１世帯…８００円）
職場・団体での社会貢献として（１個…５００円）
法人・企業などを対象（１口…５，０００円）
福祉教育の一環として
１０／２５　かりんまつりにてバザーを行います
１０／ １ 　町内のスーパーで行います

募金目標額　５１０万円

■まんのう町社会福祉協議会《役場仲南支所内》　☎ ７７－２９９１
　　　　　月曜～金曜　　　　８：３０～１７：１５
■まんのう町社協満濃出張所《満濃農改センター内》　☎ ７３－２７０６
　　　　　月曜～金曜　　　　８：３０～１７：３０（１０月中のみ）
　　　　　１０月１７日（土） ９：００～１７：００
　　　　　１０月１８日（日） ９：００～１７：００
　　　　　１０月２４日（土） ９：００～１７：００
　　　　　火曜～金曜　　 １３：００～１７：００（１１月、１２月）
■まんのう町社協琴南支所《役場琴南支所内》　☎ ８５－０１２０
　　　　　月曜～金曜　　　　８：３０～１７：１５（１０月中のみ）
　　　　　月曜～金曜　　　　８：３０～１２：００（１１月、１２月）
　※地区に関わらず受付いたします（土日祝祭日は休みです）

www.akaihane.or.jp

助成の対象は、
都道府県によって
異なります。詳しくはこちら

▲

赤い羽根｜ 検索

ご協力お願いします！！

共 同 募 金 受 付 窓 口

戸 別 募 金
バッジ募金
大 口 募 金
学 校 募 金
イベント募金
街 頭 募 金

お
も
い
や
り
を

　
　
　
　
か
た
ち
に
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サマースクール
夏の一日ボランティア体験
　7月24日から7月31日までの間4日間サマースク
ールが開催され町内小、中、高校生12名が参加。
　つどいの場ひまわりのボランティア体験をしてい
ただきました。今回も当初子育てサロンに利用者と
して参加されていた児童2名もボランティアとして
参加してくれました。
　子育て支援サービス　つどいのひろば「ひまわ
り」について担当より説明、子育て支援ボランティ
アさんよりボランティアの原則（※1）子どもとの
ふれあい等基本的なお話をしていただいた後、町健
康増進課　保健師による実技を交えたお話　妊婦体
験、赤ちゃん抱っこの仕方、おむつ交換の仕方等教
わりました。
　又、神野地区愛育会、神野地区食改の方のご指導
によりおやつづくりも体験しました。
　地域で活動されているボランティアさんと交流す
ることで福祉やボランティア活動への理解を深め、
充実した日を過ごせたのではないかと思います。
　感想をいただいたので一部ご紹介致します。
　　※１　自発性　無償性　社会性　創造性

２０１５夏

　私は、夏休みに「つどいの広場ひまわり」でボラン
ティア体験をして色々なことを学びました。
　保健師のみなさんが教えてくれたことの中では、妊
婦さんの苦しさや、赤ちゃんの抱っこの仕方などが分
かりました。
　赤ちゃんとふれ合ってみて、思ったことは子育ては、
大変なんだということです。
　また、その時に居た子どもと遊びましたが、どの子
も元気でかわいいのですが、お母さんに無理を言って
困らせている所を見ました。
　今回、保健師さんに教えてもらった事や実際に赤
ちゃんや子ども達とふれ合う経験が出来た事はとても
良かったです。またこのような機会があれば参加した
いと思います。

四条小学校　６年　氏家　志歩　
　わたしが、子育てボランティアに参加して心に残っ
たことは、３つあります。
　１つ目は、おやつ作りです。クッキーの型をぬく作
業をしました。初めてで、最初は失敗してしまったけ
ど、だんだんコツがつかめてきて、どんどん型ぬきが
できました。
　２つ目は、赤ちゃんのだっこの仕方を教わったこと
です。まだ、首がすわっていない赤ちゃんは、頭をさ
さえてまたの間に手をはさんで、なるべく自分の体に
近づけるということが分かりました。
　３つ目は、ひまわりに来ている子の相手をしたこと
です。その子のお母さんに、いつもよんでいる名前を
聞いて、よんであげられることができました。
　また来年も参加したいです。

仲南小学校　５年　道久　季京　
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ふれあい
ワークキャ

ンプ福祉施設体験学習福祉施設体験学習

・私はこの体験で、施設や部屋にはお年寄りが楽に、簡単に移動できたり、過ごしたりできる工夫がある
ことが分かりました。特に、やすらぎ荘にあった浴槽は、お年寄りが寝ているだけで、動かずにお風呂
に入れる仕組みがあって驚きました。

　車いす体験は、左手・左足だけで操作するのが難しかったです。段差を上がったりするのも難しかった
です。これから、お年寄りの気持ちなどを考えて行動したいです。

・今日のワークキャンプを通して、お年寄りの方々の大変さを知ることができました。
　車いす体験では、自分の思った方向に動かすことができませんでした。レクリエーションでは、自分た

ちが考えたゲームを楽しんでもらえて嬉しかったです。食事もお年寄りの方々が食べやすいように工夫
されていました。施設内にはいたる所に、お年寄りが利用しやすいようにもされて、すごいなと思いま
した。今日学んだことを活かして生活していきたいと思います。

体験学習を振り返って

▲寝たままで入れるお風呂はハイテク！！

▲今日は、琴南中学校の皆さんが
来てくれました！

▲ひとりで左手・左足操作は難しい！！

▲お年寄りとのふれあい！▲風船バレー！

▲段差！

▲車椅子にのってる人の気持ち
がわかりました！！

▲施設の清掃ボランティア活動

　琴南中学校生徒（男子２名・女子４名）６名参加！！
　旧琴南町の頃から実施されて参りました琴南中学校による福祉施
設体験学習も、今年で最後となりました。
　やすらぎ荘の職員の皆様にあたたかく見守られながら、無事、体
験学習を終えることが出来ました。
　そして、何よりもお年寄りとともにレクリエーションを通して交
流できたこと・・・たくさんの思い出ができました！！

８月６日（木） 夏休み
にチャレンジ！！
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介護予防教室
たとえばこんなことありませんか？

最近、だんだん体力が落ちてきたし、物忘れもたまにある。
このまま元気に暮らしていけるか、将来いろいろと不安がある。
介護予防教室で介護保険制度・日常生活自立支援事業・運動・
栄養・口腔予防について学んで、不安を安心に！！

募集

まんのう町在住の４０歳以上の方対 象 者 地域福祉課　ＴＥＬ７７−２９９１申 込 先無 料受 講 料

日　　時 講　座　内　容 講　　　師 場　　所

１
１１月　４日（水）
　１０：００
　　～１２：００

演題
「日本は健康寿命世界一！」
・介護保険制度が変わる？！
・四国八十八か所参りをしよう
　『バーチャルお遍路さん』を体験します
定員　３０名

町地域包括支援センター
保健師　岡崎　みさを氏
主事　　大西　創太氏

吉野公民館
研修室

２
１１月１１日（水）
　９：３０
　　～１２：３０

演題
「これでいい？私の食生活」
調理実習・講義　
持ち物：エプロン、バンダナ
定員　１５名

町健康増進課
管理栄養士
河野　香代氏

かりん
健康センター

３
１１月１１日（水）
　１３：３０
　　～１５：３０

演題
「生涯お口から楽しく食べるために」
定員　３０名

造田歯科診療所
美合歯科診療所
所長　木村　年秀氏

かりん
健康センター

４
１１月１３日（金）
　１３：３０
　　～１５：００

演題
「若さ！健康！家でもできる体操」
準備するもの
　○ 動きやすい服装
　○ 室内用運動靴
　○ 水分補給できるもの
定員　２０名

スポーツセンター
まんのう
健康運動指導士
竹原　大介氏

スポーツセンター
まんのう
１F　スタジオ

５
１１月２６日（木）
　１３：３０
　　～１５：００

演題
「若さ！健康！家でもできる体操」
準備するもの
　○ 動きやすい服装
　○ 室内用運動靴
　○ 水分補給できるもの
定員　２０名

スポーツセンター
まんのう
健康運動指導士
竹原　大介氏

スポーツセンター
まんのう
１F　スタジオ

６
１１月２７日（金）
　１０：００
　　～１２：００

演題
「聞いて納得！！知って納得！！」
〜より安全に我が家で暮らすために〜
・振り込め詐欺から高齢者を守ろう
・成年後見制度を知ろう
・高齢者虐待って何？
・日常生活自立支援事業について
（もしもの時に備えて学習する機会

も設けます）
定員　５０名

行政対象暴力対策官
小松　和則氏

町地域包括支援センター
社会福祉士　長尾　梨恵氏

町社会福祉協議会
介護福祉課　
課長　山西　崇弘氏

四条公民館
研修室
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介護はおまかせ 救命講習受講

登録ホームヘルパー募集中！！
身体介護・生活援助
詳細は面談にてご説明します。
まずはお電話にてお問い合わせ下さい。
連絡先：ＴＥＬ　７７－２９９７（介護福祉課）

・介護福祉士、訪問介護員１級・２級
または看護師の資格をお持ちの方

・ヘルパー業務の経験のある方
・年齢60才未満の方

　8 月 23 日（日）仲多度南部消防組合消防本部にて普通救命講習を受講しました。
　この講習会は、介護職員による利用者宅訪問時、また、サロン等行事開催時において利用者及
び参加者の容態が急変した場合、応急手当・救命処置を迅速かつ適切に行えるように基礎知識及
び技術を身につけることを目的に毎年実施しています。

　当日は、介護福祉課・地域福祉課職員９名が参加し、
仲多度南部消防署職員の方々により、救命処置の手順（心
肺蘇生と AED の使用手順）・応急手当について解りやす
く丁寧な講義・実技指導を受けました。

応
募
資
格

業
務
内
容

　８月27日～８月29日丸亀市を中心に地域福祉実践研究セミナーが中讃地区の７か所の会場で
開催され、全国から多くの参加がありました。まんのう町でも、８月28日にかりん会館を会場に、
「社会福祉法人・施設と地域との協働の取り組み」をテーマにワークショップが実施されました。
　ワークショップでは、（福）正友会の平田生活指導員や町社協吉野支部の多田支部長の実践報告
を皮切りに、地域で施設・民生委員・社協が協議や協働の場をどうつくりだすのか、コミュニテ
ィソーシャルワークの実践や課題解決について熱心な議論が展開されました。これを機に新たな
地域福祉活動が期待できます。

満濃池の畔で、地域福祉を語る！！
『地域福祉の新たなステージに向けてー香川発！地域トータルケアシステムの構築ー』

第21回  地域福祉実践研究セミナー in 香川・中讃　盛会に！
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　主に、地域で暮らす知的障害をお持ちの方を対象に日中活動を提供しています。

　生活介護では、日常生活面の支援や創作的活動を行っています。個別の支援と共に、音楽活動
や体力つくりなど集団でのレクリエーショ
ンを通して生活を楽しみ、また自立した生
活を目指しています。

　就労継続支援Ｂ型では、生産活動と就労
に必要な知識及び能力向上のために必要な
支援を行っています。主には、リサイクル
作業やさをり織り、施設外就労などを行い、
さをり織り、スツールなどの製品は、まん
のう町内の道の駅などで販売しています。
　その他に今年度は、かりん会館駐車場と
かりんの丘公園の清掃作業の業務委託を受
け、まんのう町内の地域の美化に取り組ん
でいます。

●社会福祉法人　鵜足津福祉会
　障害福祉サービス事業所　かりん園

開　所
　平成１６年４月１日
所在地
　〒７６６－００２３
　仲多度郡まんのう町吉野４３００番地２２
　ＴＥＬ（０８７７）７９－１２３０
　ＦＡＸ（０８７７）７９－１２３１

事業内容
　生活介護　　　　　…（定員２０名）
　就労継続支援Ｂ型　…（定員１０名）

かりん会館駐車場清掃

就労継続支援Ｂ型…障害者総合支援法における就労系障害福祉サービスの一つです。
　通常の事業所に雇用されることが困難であり、雇用契約に基づく就労が困難である者に対
して、就労の機会の提供及び生産活動の機会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の向
上のために必要な訓練その他の必要な支援を行います。

　まんのう町内で福祉の活動に取り組む団体
等を紹介いたします。
　今回は、社会福祉法人鵜足津福祉会が運営
する、「障害福祉サービス事業所かりん園」です。のふくし なかま
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　日本では年間約１７００万トンの食品廃棄物が排出されており、このうち、本来食べられるの
に廃棄されてしまう食品は５００〜８００万トンと推計（農林水産省平成２３年度）されています。
　これら、品質に問題がないのに処分される食品（いわゆる「食品ロス」…流通の過程で発生す
る規格外品など）を引き取り、生活困窮者など食品を必要としている人へ支援団体や施設を通じ
てつなげる活動が「フードバンク」です。
　香川県では特定非営利活動法人フードバンク香川が活動しています。

まんのう町社会福祉協議会
電話：0877-77-2991　FAX：0877-77-2992
特定非営利法人フードバンク香川事務局

（香川県社会福祉協議会地域福祉課内）
電話：087-861-2233　FAX：087-861-2664

　上記の条件を満たす食品の寄付にご
協力をいただける方は、まずはまんの
う町社会福祉協議会事務局、または
フードバンク香川事務局までご連絡く
ださい。

●未開封品　●産地が特定できるもの（米・野菜）
●消費・賞味期限が最低１か月以上あるもの　●常温保存が可能なもの

フードバンク活動にご協力を！

寄付を募集している食品

「もったいない」から
　　　　　　「ありがとう」へ

　暮らしに関連する数字から、地域づくりや福祉について
考えてみましょう。

昼間の人口、夜間の人口
　5 年に一度の国勢調査では、住んでいる場所（常住地）による統
計が作られるほか、その人の通勤・通学先（従業地・通学地）での
統計も作られます。
　常住地による人口は「夜間人口」とも呼ばれ、これに対して従業地・
通学地による人口は「昼間人口」と呼ばれます。
　夜間人口 100 人あたりの、昼間人口の割合を、昼夜間人口比率と
言います。この数値が 100 を超えていれば、昼間その市町に流入す
る人の割合が多く、下回っていれば流出が多いということになります。

まんのう町…昼間の人口は夜間より少ない
　平成 22 年度国勢調査の結果では、香川県内（17 市町）中、まん
のう町の 86.0％がもっとも数字が小さく、最も大きいのは坂出市の
111.0％でした。一般的に、都市部では昼間人口が多くなるようで
す。電車や車で通勤・通学時や帰宅時のラッシュを体験している方は、
そこで人の流れを感じることもあるのではないでしょうか。
　昼夜間の人の移動を踏まえると、自治会、学校区などの生活圏域で、
時間帯によっては地域にいる人の割合の多くを高齢者や児童が占め
る場合もあります。
　地域の防災活動や見守り活動などの取り組みでは、夜間人口と昼
間人口の両方を考えて計画することも大切です。

数字でみる福祉 ❷

市 町 名 昼夜間
人口比率

坂出市 １１１．０
直島町 １０９．９
高松市 １０４．５
宇多津町 １０４．１
琴平町 １０１．４
小豆島町 １００．１
善通寺市 ９９．９
観音寺市 ９９．２
土庄町 ９８．６
多度津町 ９７．８
丸亀市 ９５．５
東かがわ市 ９５．２
さぬき市 ９３．７
三豊市 ９２．７
綾川町 ９１．５
三木町 ８７．９
まんのう町 ８６．０
県平均 １００．２

データの出典：平成22年　国勢調査
香川県100の指標で見た市町

香川県内市町の
昼夜間人口比率（％）
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ボランティア

協力校コーナー

第１７期
脳の健康教室 まんのう寺子屋

こんな教室です
● 週１回　３０分の読み・書き・計算
● 学習前には、仲間とお茶を飲みながらおしゃべり
● 教室のない日も毎日１０分くらいの宿題を渡します。
● 人前で発表・順番がつくことなどはありません。

サポーターさん（ボランティア）募集してます。お問い合わせ先：地域福祉課へ！！

◆ 対象者／まんのう町在住の
　 　　　　介護を必要としない65歳以上の方
◆ 開催日／11月～３月末　毎週火曜日　午前中30分程度
◆ 入校式・説明会／平成27年10月27日（火）10時～11時
◆ 会　場／吉野公民館（吉野郵便局より南へ300ｍ）
◆ 定　員／24名
◆ 参加費／毎月1,600円
◆ 申込み締切日／10月６日（火）
◆ 申込み方法　地域福祉課へお申込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎７７－２９９１

学習者募集

小学生のころを
思い出す友達もたくさん

できるよ！

字を書くって
いいですね。

　琴南中学校ブラスバンド部は毎年、やすらぎ荘夏祭りに参加し、演奏などをさせていただいて
います。今年は全校生で参加させていただき、演奏やお手伝いをさせていただきました。
　演奏では毎回、お年寄りに楽器を配布して、一緒に演奏をしてもらっています。楽器を一人ず
つ手渡しすると、笑顔で楽しそうに鳴らして下さいます。お年寄りのそんな姿を見ると私たちも
楽しい気持ちになります。自分たちの演奏を通して皆さんが元気になり、交流できることはいい
なあと思います。
　当日は演奏以外にも、お年寄りの移動のお手伝いをさせていただきました。毎回お手伝いをさ
せていただくことで、気をつけなければならないことや相手を気遣うことに気づかされています。
この体験を通して学んだことを今後の活動の中で生かせるようにしていきたいと思います。

　3年　三好絵梨奈やすらぎ荘夏祭りに参加して

気づく・感じる・学ぶ気づく・感じる・学ぶ

児童生徒の福祉教育
まんのう町立琴南中学校

ボランティア協力校助成事業
この事業は、町内の小学校・中学校の児
童・生徒が、ボランティア活動や地域の
社会福祉施設の利用者などとの交流活動
により、社会福祉やボランティア活動へ
の理解と関心を高めるとともにそれらの
活動を通じて家庭や地域社会へのボラン
ティア活動の啓発を図るため、協力校に
対し予算の範囲内で助成を行う事業です。
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サマースクールの
おねえさんたちと

「ひまわり」登録数　　　　５４組
一時預かり登録者数　　　　１組
利用者数　保護者延べ　６３４人
　　　　　子ども延べ　７２２人
職員・ボランティア等　４３４人

ひまわりデーター

こんなこと
したよ！

ベビーマッサージ

小麦粉絵の具よごれても大丈夫

お魚すくい びちゃびちゃぬれても平気

絵本たのしいね

ぷかぷか　　
プール気分！

夏だ！

　プールだ！

ひまわりだ！

スタッフの名札できたよ！

だっこできたよ

ばあ！

　子育て支援サービス事業　つどいのひろば「ひまわり」は、あかちゃんやおかあさんたちが気軽に
集まれる場です。月曜日は、満濃農村環境改善センターで水曜日・金曜日は、神野婦人の家で10時
～16時まで開催しています。生活リズムに合わせてご利用ください。ほっと一息したり、子育ての
情報、ママ友づくりに！豊かな子育てを応援しています。また、「ひまわり」は、子育て支援ボラン
ティア、子育てボランティア地域のいろいろな団体の支援を受け運営しています。子育て真っ最中の
方、これから子育て予定の方、子育てひと段落の方、子育てに関心がある方、お気軽に「ひまわり」
においでください。
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善意 寄付の

社会福祉法人　まんのう町社会福祉協議会
〒 769 − 0313　香川県仲多度郡まんのう町生間 415 番地 1［役場仲南支所内］
☎ 0877 − 77 − 2991　FAX0877 − 77 − 2992　E-mail：manno-syakyo@mg.pikara.ne.jp

http://www.manno-syakyo.jp/

皆様からの善意のご寄附は地域福祉に
有効活用させていただいております。
本誌をもって改めて厚くお礼申し上げます。

平成27年7月1日から平成27年8月31日分

寄附金の税額控除について
本会への寄附金は所得税及び住民税の控除対象になっています。
寄附金控除の適用を受けるには、寄附の際に交付した領収書を添付して確定申告を行って下さい。

（敬称略・順不同）

個 人
東高篠 辻岡　良幸
川　東 佐喜　正司
造　田 和泉　慎二

中　通 尾崎　武範
七　箇 森藤　昌明
後　山 松下富貴子

炭所東 山本保太郎

イラスト　山本恭子さん

　町社協では、ひとりで外出することが困難な方や、家
に閉じこもりがちな方が、「町民文化祭」「かりんまつり」
に安全に楽しく参加していただくことを目的に「一日福
祉事業」を実施します。この事業は介助を必要とされる
方へのボランティアによる援助や車椅子の無料貸し出し
を行います。又、町社協のリフト車での送迎も行います。
　たくさんの方のご参加をお待ちしております。あなた
も地域のハンデキャップのある方をお誘いして参加され
ませんか？

一 日 福 祉

！支え合 い
募集

日 時 平成２７年１０月２５日（日）
１０：００〜１４：００

申込締切

申 込 先

平成２７年１０月１６日（金）

地域福祉課 ☎７７−２９９１

場 所 国営讃岐まんのう公園

　生活福祉資金は、低所得者世帯、障がい者世帯、高齢
者世帯等に対し、資金貸付と相談、支援により世帯の経
済的自立や在宅福祉・社会参加の促進を図ることを目的
とした貸付制度です。

　ご相談や申込みは、町社協事務局までご連絡ください。

貸付資金の種類
①総合支援資金
②福祉資金
③教育支援資金
④不動産担保型生活資金

生活福祉資金貸付制度のご案内


